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1 事務支援 
1 - 1  
 

土地所有者一覧表を追加 
事務支援の帳票「E工程」の「E6：標札等の設置」に、「土地所有者一覧表」のタイプ「様式1：所有地番出力」を追
加しました。 

設定には、所有地番の 
「項目セル文字数」として「幅」
と「高さ」を追加しています。 
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 所有地番では、 
「共有地番」には「（共）」
および「調査地区外隣接
地番」には「（隣）」を記
載します。 
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 2 公図 CAD 
2 - 1  
 

街区調査票の所在図 
街区調査の「境界調査票」で「所在図」を作成する場合、該当する「民地」地番に対して「共有者をすべて表示」の設
定を追加しました。 

該当する「民地」地番が共有地の場合は共有者を
列挙して表示します。 

※チェックを使用しない場合は、
［表示設定］－［地番］の
表示項目に従って作成します。 
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3 地籍計算 CAD 
3 - 1  
 

一筆詳細図の抜き取り保存 
編集済みの図面を使用して「一筆詳細図」と「地籍測量図」の用紙枠を配置した「抜き取り保存」に対応しました。 
コマンドは［CAD］－［図面配置］－［ツール］－［抜き取り保存］を使用します。 
 

地積測量図の作図条件 
一筆詳細図の作成条件 

抜き取り元の図面は、「元ページ」に
配置された図面、測量図等または
「一筆詳細図」および「地積測量
図」で作図された編集済みの図面が
対象となります。 

 

指定した用紙枠をラバーバンド（枠）
で表示しながらマウスで配置し、隣接地
番は「なし」「ヒゲ範囲」「用紙枠」の設
定に従って抜き取ります。 
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3 - 2  
 

地籍網図のシンボル（凡例）配置 
地籍網図を作成する際に、「地籍網図スタイル」に［シンボル（凡例等）］を配置する設定を用意しました。 
コマンドは［CAD］－［図面配置］－［地籍網図］－［地籍網図スタイル］の［シンボル］を使用します。 
 

シンボル（凡例等）は最大５種を
選択できます。 

配置位置は図枠の四隅（左上/右上/
左下/右下）と「離れ」を入力して決定
し、配置イメージをプレビュー表示します。 
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